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『今日は、地獄と極楽の話でまっすんoおいらは考え過ぎているかもしれないiナれど、なぜ、

極楽と地獄ではないでまっすん？講左衛門さん、理由があるでまっすん？』

『さすがク二マッスンじゃなo良い質問じゃoしかし、説明するには、とても難しい質問

じゃoク二マッスン＼善悪について深く考えてほしいんじゃよ。わしらは、生きるために様々

な命を奪って生きておることは分かっておるなoさて、善悪で考えたらどちらかのう。』

『むっ難しい質問でまっすんoおいらは、生きるために小さな魚の命をもらっているけど、

それは命をつなぐためには仕方ないことでまっすん。善悪で考えたら善でまっすん。』

『そのように答える人が多いじゃううoしかし、仏様は、命を奮ってはいけないと言ってお

るんじゃoどのような理由でも、命を奪うと罰を受けなければならん。まず、地獄と極楽に

ついて、きちんと説明することかできた方の話をしょうがのうo恵ID僧都源信という天台宗

のお坊さんがいたんじゃo源信は、今年6月10日に亡くなられて、1200年になるんじ

ゃよo源信によって、この世に地獄と極楽があるということが、一般庶民に伝わり、現在に

繋がっているんじゃo源信は、985年に「往生要集」という著書を完成させたんじゃ。こ

れによって＼平安時代の文学にも大きな影響を与えていてな、紫式部が書いた「源氏物語」

には、「横川の僧都十として＼また、清少納言の「枕草子」にも登場しているんじゃよ。』

『源信さんと言えば、怠仏法語（横川法語）を書かれた人でまっすん。「夫れ一切衆生三悪

道を逃れて人間に生まるること大いなる喜びなり‥」と説かれた人でまっすん？』

『そうじゃo良く覚えておるなo現在、地獄と極楽が一対として考えられるようになったの

も＼源信の「往生要集」によるものなんじゃo仏様の教えの中から取り出して、詳しく説明

されているんじゃよo特に、極楽よりも、地獄の描写が有名なんじゃ。しかし、源信の地獄

の話の前に＼「賓の河原」の話をしようと思っておるんじゃo源信が影響を受iナた和尚さん

に、空也上人という人がいたんじゃよo歴史の教科書には、必ず載っている、ロから出た一

本の細い針金のようなものに、阿弥陀様のお像が6体並んでいる方じゃ。この方は、「南無

阿弥陀仏」と唱えて全国を歩かれたんじゃがその時目にした悲惨な光景を詩に残しておる

んじゃoこの詩は＼「糞の河原地蔵菩薩」という和讃になっているんじゃが

忘れてはいけない、様々な歴史が詰まっているんじゃよ。地獄の中でも、一

番可愛そうな話なんじゃよo日本にお地蔵様が多い理由の一つでもあるぞ。』

『では、次回は、「費

の河原」の話でまっ

すん。悲しい話だけ

れど、しっかり話を

聞くでまっすん。』

『そうじゃな。昔話

と思わず、聞いてほ

しいのう・・』
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せんだつ 職業　大我講の先達 

（先達とは案内責任者） 『講左衛門通信』は、

第2・第4日曜日に発行予定


